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L万分の占地質図書十勝川上流 (釧|路一第 2 号)

北海道立地下資源調査所

北海道技師酒匂純俊

ク嘱託長谷川 潔

はしがき

この図幅は，北海道開発庁から依頼されて作成したものである。

野外調査は，昭和 28 年から 30 年にかけて，酒匂が約 80 口，長谷川が約 70 日，計約 150

日で行ったっこの地域は，北海道脊梁山脈のほぼ中央部にあたるため，地理的条件がきわ

めて悪く，調査にあたって，大きな障害となった。

このような地域であるため，いままでは，地質調査の機会に，ほとんどめぐまれず，全

く不明のまま，残されていたといっても，いいすぎではない。したがって，他の図幅地域

にくらべて，地形の制約を受けることが大きく，精度の落ちている場合があるかもしれな

いが，とにかく，岩層の種類と分布を，大握みに知ることができた。この図幅地域の性格

から考え，とれだけでも意義があるものと考えられる。

野外調査にあたっては，本所地質鉱床課長斎藤昌之，技術補松井公平および北海道大学

金山吉裕，加藤又二郎ら諸氏の援助をうけたっ新得町役場と，新得営林署の方々からは，

調査上に多くの便宜をいただいたっ

調査結果の整理に当つては，北海道大学舟橋三男助教授ならびに日高研究グループの方

々から，基盤の分帯や変質および変成作用について，北海道大学橋本誠二助教授ならびに

東京教育大学橋本豆教授から，熔結凝灰岩の時代について，北海道大学高橋俊正氏から，

十勝火山噴出物について，それぞれ，助言と討論をおねがいした。

報告にはいるにさきだち，うえにあげた方々に謝意、を表する 3

I 位置bよび交通

乙の図幅の範囲は，北緯 43
22()1---430301， 東経 142°45/---1430()lの地域であるコ行政的に
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は，ほとんどが，新得町の管轄であるが，北西隅の一部が美瑛町に，南西隅のごく一部が，

南富良野村にふくまれる c

北海道中央高地の中心地借にあたるため，交通は，ひじように不便である。根室本線新

得駅で，拓殖鉄道に乗換え，届足で降りる。そこから，十時川をさかのぼること約 40km

で，この地域の中心地，二股に到達するハこの間は，営林署の森林軌道が敷設されている

だけで，国道は，昭和 30 年現在，ぺンケベツ川の合流点まで工事が進められている。その

他には，わずかに，林内歩道と登山道があるにすぎない。

II j:也形

この地域は，北海道中央高地の，哀大雪と十時連峰およびニペソツ連山によってかこま

れたところで，全域が山岳地帯であるつ大別すると，基盤山地と火山山地の二つになる。

両者はきわめて対象的な地形をとっていて，地形図とからも，きわめて明瞭に判断される。

H·I 基盤山地

図幅を，東北~南西の対角線で切った南東半が，この地区である c 起伏がかなりはげし

く，稜線もやせている。また，河川も深く，幅の狭い;主流となっているものが多 l)o この

ように，かなりげわしい山地である。稜線の標高は， 1，000~ 1,300 m 内外で火山山地にく

らべてやや高い(

構成岩類は，古関 j岩類だけであるが，粘恨岩，砂岩類の各!副や，緑色片岩，千枚宕とい

った変成岩の特徴は，地)ちには，あまりあらわれていない。むしろその中に発達する大き

な破砕帯，なかでも，南北方向の構造線が，割合明瞭に，あらわされている。

1·2 火山山地

図幅の北西半をしめる地帯は，すべて火山岩類で構成され，地形も，それに特有なもの

となっている。この山地は，さらに，熔結凝り〈岩によってしめられる地域と，それをおお

って発達する新ししユ火山とにわけられる

前者は，標 I告 700~ 1，000 m の平坦面をもった台地状の山地であるが，河川は，かなり深

い峡谷で，水量の豊富な急流となっている。とくに， トムラワ ν川，カムイナンケナイ川，

ユートムラワキIJ[[は，完全な函となって，歩行の不可能なところが多いむこの地域の熔結

凝灰岩は，不整合関係にある下部と上部とにわけられるが，これが地形正にも，比較 n~f:乏
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蝕の進んだところと，きわめて明瞭な平坦両の発達するところ，といった違いであらわれ

ているつ

火山は，なだらかな溶岩台地(標i高 850 m~1，500 m) をもっ問状火山と，さらに，その

上にできた円錐形の成層火山(標高約 2，000 m) とにわかれる。[~]幅北西隅の美瑛川上流に

は，比較均形がよくのこされた爆裂火口が，いくつかみられる。それらは，美瑛川をはさ

む両山腹lこ，ならんで発達している。

十勝川は，図幅のほぼ中央にある二股で，北東隅から南西流するトムラヲシ川と南西隅

から北京流するシー卜肱川とを合して南ドしている。トムラヲシ川およびVー十勝川は，

ともに，大体において，基盤山地と火山山地との境を流れており， I可山地の分離を，一層

明瞭にしている。これらの十時川水系は，きわめて水量が豊富であるが，その割合に，増

水時と;自水Ii寺との差が大きい。

III 地質

m· l 概説

この1><i1p百地域の地質構成は，第 1 去のようにあらわされる。大半部は，いわゆる日高層

群と，第 4 紀初期ないし第 3 紀末期から現世にかけての火山噴出物の 2 つによって占めら

れ，明らかに新第 3 系と考えられるものは，北西隅のごく 1 部にみられるたjl色凝灰岩だけ

である。

日高層f，fは，いちおう，先白望紀層とされる時代不詳の古期層群で，粘ほ岩，頁岩，砂

岩などの堆積岩を主体としている。ほかの，多くの地域の日高層群がそうであるように，

無化石で擾乱がはげしく，構造は，きわめて複雑であるっそのほか，それらが変質や変形

をうけた君届，および，その堆積中あるいはその後に，近入した火成岩類が多く発達して

いる。それらは，それぞれの特徴によって，さらに，いくつかにわけられる。

熔結凝灰岩は，十胎店周辺に広く分布するものの 1 部である J 噴出時期は，洪積世初期

あるいは第 3紀未明といわれているが，そのいずれが正しいかを決定できる根拠を観察す

ることは，できなかった。ただ不整合の関係で 2 つの熔結凝ば岩の存在することが明らか

になったので，今後の研究 L 参考となるであろうと考えられる。

熔結凝灰岩の上に，洪積世の火rJJとおもわれる美瑛火山噴出物と，沖積世の活動とされ

ている十股火山噴出物が発達している。
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これらの，各岩層についてはいろいろと問題が多いが，この地域だけで解決できること

ではない。

今後，周辺地域の調査と相侯って，検討されなければならないものである。
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1ｷ2 日高層群やよび，その変質，変成岩類

この図幅の基盤を構成しているものは，いわゆる日高層群とよばれる。時代不詳の古期

岩層である。図 l陪の東南半分を占める広い範囲に分布し，さらに隣接する各図幅にまで，

およぶものである。それらはすべて，新第 3 紀以降の堆積岩層や火山岩類に，直接おおわ

れている。

日高層群は，いちおう，先白皇紀屑と考えられているが，最近，日高地方において，そ

の一部から，下部白亜紀のイじ石が発見され，今まで日高層群として一括されていたものの

中には，白壁:紀層がふくまれていたことが，明らかになった。この地域にも，岩質などの

点から，あるいは下部白望紀層ではないか，とおもわれるものがある。けれども，化石が

全然発見されていないので，白宝紀層という，積極的な根拠がない。したがって，乙乙で

は，日高層群に一括して，とり扱った。

乙れらの地層は， N~S から N 40
0
E の走向をもち，傾斜はまちまちである。しかし，一

般に NW に急斜するものが多い。全般からみると，いちじるしく擾乱をうけている。摺曲

や断)討が数多く存在し，大小無数の破砕帯が発達している。そのうえ，珪化，アヂノーノレ

化，千枚岩化，片岩化などの，変質や変成をうけている。しかも，無化石の地層であるた

めに， J回序を明らかにすることは勿論のこと，地層を分帯することさえも，困難である。

しかし，構造運動と変質および変成作用を考慮して，いちおう，次のように分帯した。

fチカプぺツ屑 (Hg4)

|十勝ペシケ屑 (Hg3)
1 日高層群{

l 十勝パンケ層 (Hgz)

L ニぺソツ層 (Hg1)
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日高麿群の分帯について:←一一

日高層群の領域を踏査する際に，われわれは岩質を詳しく検討して，その分布を追い

時代的な考慮をせずに，いちおうの岩相図をつくることを心掛けた。地層の堆積面さえ
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も満足に残うておらず，鍵層となるものもなν，広 V'，一見単調な地層からなる擾乱地

帯を分帯することは，ひじように困難で、ある。したがワて，堆積岩を取扱ってゆく考え

方だけでは，不十分であって，構造運動や変質作用の影響をうけたものであることを十

分に考慮し物質の添加と除去というような，物質の移動の面も考えにνれてゆかなけ

ればならなャ。

まず，野外でみられるいろν ろの特徴をそのまま分類して，それらが堆積岩としての

ものでも，変成岩的なものでも区別なしに，層 (Formation) として，とりあっかわれ

る程度の範囲に，共通するいくづかの特徴を，一つの単位にまとめて，分帯の基準とし

た。純粋に変成岩としてとりあづかわれる緑色片若守口千枚岩は，構造単位も明瞭に l ヮ

にまとまったものであり，問題はな u 、 O その他のものにワVては，踏査が行なわれてい

るあνだ中，その基準にづいて是非が検討された。

地質問は，こうして，全域の路査を終えたとき，もっとも妥当とおもわれた分帯によ

ワてつくられた。その基準によって，地質凶が大きな矛盾もなくでき上ったことは，と

りもなおさず，それの正当性をうらずけるものであろう。さちに，その後，顕微鏡観察

によワて，岩質を検討した結果による分類と，完全に一致したのしたがって，うえのよ

うにして野外で、行ってきた分帯は，誤りがないという自信をもつことができたっこの結

果は，前に示した通りである。

日高層群にふくめたものは，初生的なJtt積の層準をしめすもの，つまり，普通のJ住積

岩層としてとりあっかつて，矛盾のなャものである。あとの 2 ワは，時代的な意味をも

たず変成岩として取扱われるものである。

このようにして，大まかな分帯と，それらの大体の分布を，知ることができたが，分

布苧構造の詳細は，調査期間が限られているため，明らかにすることが，できなかったひ

したがうて，地質図は，かなり模式イとされたものとなヲてν るが，やむをえなν。しか

しある意味では，あるてν ど模式 fとして表現しなければならないのは，十勝川上流悶

幅のもワ性格であワて，今の場合，むしろ適当なものであろうとさえ考えられる。

111ｷ2.1 日高層群

ここで，日高層群としたものは，いままで，いわゆる日高層群として -1S されてきたも

ののなかで，あまり変質や変形をうけておらず，初生的な堆積の特徴を野外で，はっきり

みわけられるものである。乙のなかには， {欠のように，いろいろな岩質のものがある。

4 チカプペツ層 (Hg4) 頁胃

3 十時ペシケ国 (Hg3) 頁岩貰粘ほ岩・黒色砂岩・緑色砂岩

2 十肪パンケJ~ (Hgz) 頁岩質粘収岩・黒色砂岩

1 ニペソツ屑 (Hgl) 粘ぼ岩
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1ｷ2.1.1 ニベソツ層 (Hg1)

この地層は，ユぺソツ川東方の，図幅の東紋に，模式的l己分布している。そのほか， ν

ー十勝川支流のオパナイ川西方に発達する，緑色片岩の周辺にも，みられる。

硬い黒色の粘仮岩で，一般に粘土質粘板岩 (Clay-slate) と， いわれるものである。

一定方向の努開 (Slate-cleavage) が明瞭に発達しており，顕微鏡下の観察では，粘仮

岩日体が，方向性のある構造をとっている。この532開両は，かならずしも，堆積雨に平行

してないようである。ニぺソツ川に分布するものは破砕が局部的にみられるだけで，変質

をうけたり，はげしく圧砕された場所は少ない。 ν-I"時][[1こ分布するものは，曹長石と

石英とからなる細脈が，男開面にそって，縞状に配列するていどの，弱い変質を受けてい

る。

図幅の京誌に分布するものについて労開国の志向および傾斜をみると，北部では， N60ー

E, 45NW であるが，南にゆくにしたがって，次第に方向を変え，ニぺソツ上流 7 ノ沢附

近では， N-S, 50
G

W，さらにニぺソツ川下流の 2 ノ沢附近では， N60つW， 30
0

SW から，

E-W, 35 づS となっている。つまり，東に連なる「ニペソツ」図幅内のニペソツ山稜線の

h丸LU去を中心として，西にはりだす弧状(あるいはドーム状)の構造をとっているの

ニベソツ屑は，図幅内に分布する日高!百君¥のうちでは，完全な粘 1反岩とみられ，顔付か

らみても，最下位)Pili とおもわれる。

目 .2. 1. 2 十勝パンケ層 (Hgz )

この氾屑は，十un川支流のパンケベツ川を模式地としているつニぺソツ川に沿い，約2km

の幅で，南北に細長く分布している。

ほとんどが，やや田宮な暗黒色の粘恨岩と，黒色の細粒砂岩の互層である c ときに，脆

弱な粘版岩や，灰色の中粒砂岩をはさんでいる。大休において，東側には粘板岩が多く，

西側ほど砂岩が多くなっている。

粘板岩は，顕微鏡 Fの観察によれば，頁岩から粘板岩への変質過足に，あるもので，

男開の発達も十分でな u、 c 岩石の構造にも，方向性はみられなν。

砂岩は，守口ヂ石灰質のもので，合有鉱物は，石英，斜・長石，lE長石が多く，緑泥石類

は少ない。これらの鉱物は，ほほ、等粒で(径約 0.2 mm)，丸昧をおびた形をしている。

この ;:1)1"'iは，一般に，はげしく圧砕されており， 1 部では，砂岩がミローナイト質にな

-7-



*っている。また，アヂノーノレ化作用を受けた場所が多く，優白色部と粘板岩質部とが，こ

まかい互層状あるいは葉片状になったり，あるいは青黒色の，ひじように硬いものになっ

たりしている場合がある。ごく 1 部には，黄鉄鉱粒も形成されている。

この地層は，一般に，粘阪岩と砂岩の立)凶面によって，層理面を測定することができる。

微摺曲が発達しており，圧砕をはげしくうけているので，地層の走向と傾斜は，一定して

いない。しかし，大体の傾向として，北部や中部の走向は， N-S から N200E のあいだで，

南方にゆくと， N400E にかわり，傾斜は垂直に近い。

II.2.1.3 十勝ベンケ層 (Hg3)

との地層は， トムラワ ν川の支流ーノ沢に，模式的に露出している。ポントムラク V川

下流から， 卜勝川支jitのチカプペツ川合流点にかけて，分布している。

やや硬い IJ立灰色の粘仮岩および忠色の細粒砂岩，あるいは，暗緑色のグレイワザケ質砂

岩の互屑である。グレイワザケロ砂岩の多いことが，この地層の特徴である。

粘板岩および黒色細粒砂岩の性質は，大体，十勝パンケ層のものと同様である。

グレイワッケ質砂岩は，堅硬故密な中粒ないし粗粒の砂岩である。合有鉱物は，斜・長

石，紋泥石，石英が多く，1£長石はみられない。このほか，ひじように細かいインター

サータル構造をもった安山岩‘ないしJ(武岩質の岩片が，多くふくまれている c これらの

構成物は，破片状あるいは角傑状で，合有比も不均質である亡l また，泥質部もみられる。

この砂岩には，径 O.2mm ほどの，放散虫の化石がみられるが，形が不鮮明なために，

時代は決定できないc

この地!討にも，数多くの破砕，~佐や，微摺 1111が発達し，アヂノーノレ化作用もひろくみられ

る。 地肘の走向は，大体， N-S から N100E で，傾斜は垂直にちかい。

卜Jj'jJパンケ屈と十時ぺンケ府は，砂岩の特徴によって区分されるもので，上下関係は不

明である。ただ，粘版岩や黒色砂岩の性質，および，他の地埼でみられる，両砂岩の関係

からみると，お互いに近い時代の堆積岩で，多分，十時ペンケ屑の方がより上位屑ではな

いかと推定される c

11ｷ2.1.4 チカプベツ層 (Hg4)

この地層は，二股附近から，チカプペツ川流域一帯にかけて，十時ペンケ層の西側に分

牢泥質岩のソーダによる交代作用である。泥質岩のなかに，点紋状や，縞状の優白色部が

できる。
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:rp"するものである。

層理が不明瞭で，全く均質な黒色の頁岩であるが，十勝川とチカプペツ川の合流点に近

い，十勝ペシケ屑との断届線附近には，わずかに疎岩がみられる。この疎の配列jには，方

向性がない。巨礁から細礁のあいだを，頁岩がうずめたものである。チカプペツ川の上流

にむかい，礁は少なくなっている。

頁岩は，軟質で，持聞の全くみられない，一見， i尼岩のような岩石である。 7k.をふく

むと崩れ易くなり，乾燥すれば灰白色になる性質をもっている。

二股附jO:は，一帯にかなり圧砕された様相をしめしている。また，部分均に，ソーダの

交代を受けて，縞目はないが，やや聞くなっているところがある。

この地層は，十時ペシケ層とは断層で接しているが，操岩のなかの礁は，十時ペシケ層

のものとみられる，グレイワザケ質砂岩である。したがって，十勝ぺシケ屈とチカプペヅ

屑は，あるいは不整合の関係をもつものかもしれない。このことと，岩質があまりにも違

いすぎることから，前の 3 つの地屑とは，かなり|時代の違った，新しい堆積岩居でないか

とも考えられる。先にのべたように，他の地域では，日高層群の中から，白豆紀の化石が

発見されていることから考えて，この地層が白星紀の地層である可能性も，でてくるわけ

である。今後，十去に検討して究明しなければならない問題である。

1·2.2 変質岩類

この図幅の地域に分布する，日高層群の各岩層の中には，圧砕されたり，鉱物の一部が

再結品をしたりして，原岩が不明になっているものが多い。それらのなかで，かなり広い

範囲にわたって発達し，一つの構造単位を形成しているものがあり，今までのべたものと

は，どうしても，別に取扱わなければならないものがある q つまり，初宝的な堆積の層准

をしめす地層としてではなく，むしろ変成岩:'r~な要素によって分類され，取扱われるもの

である。

これらは，野丹、の観察でも，圧砕をはげしくうけて，砂岩はレンズ状に切れたり，剥理

が層理を寸断したりしている。したがって，層理面の走|句や傾斜も測定できない状態で，

堆積岩としての持徴が，かなり消されているものである c 変質岩の性質ーから，次の 3 つに

わけられる。

1 変質粘板岩類 (At)

2 破砕粘祝岩類 (As)

3 珪賀 't占!ヨ岩類似 c)
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1ｷ2.2.1 変質粘板岩類 (A t)

この地層は，図幅のほぼ中央部 lこ， ト時パンケ層と十時ペンケ屑とにはさまれて，北々

東一南々西の方向をもって，分布している。その南端部と北端部では，幅がせまくなり，

さらに，断層に切られたり，この地層のもつ持徴が，はっきりしなくなったりして，つい

に消滅しているご野外で，その境を知ることは，なかなか困難である。

大体において，やや古味をおびた黒色の硬い粘仮岩と，一部がミローナイト化した，黒

色砂岩をレンズ状にふくむものである。また，黄鉄鉱の鉱染をうけているのが特徴である

が，とくに，ペンケ沢一帯に強くみられる。ーノ沢から北方の西禄では，ひじように竪硬

な岩石となって，沢は，函や滝となっている。とのように，圧砕や変質の度合はまちまち

で，岩質も不均質であるの

粘板岩のなかには，粘板岩の基質を交代して，多量の曹長石，方解石，緑泥石，石英，

黄鉄鉱が形成されている。この地層の粘板岩が，青味を帯びているのは，曹長石が多量

にできているからである。

この岩層の if;!] 四百の走向は，一般に， N-S から NlO ~E で，傾斜はほぼ垂直で，南方では，

より東にふれた走向をとっている。原岩には，一部に，前にのべたト股パシケ屑や卜)J完ペ

ンケ居が，ふくまれているようである。しかし，全体の岩質や分布の状態からみると，ほ

とんどのものが，それらとはちがう堆積層準のものであるうと考えられる。

1ｷ2.2.2 破砕粘板岩類 (As)

この岩層は，ニペソツ j討と十勝パシケ層の間，および，変質粘仮岩屑の南東校と北西段

に接したところに，分布している。

岩質は一様でない。粉砕されて粘土質になっているものや，粘板岩のままで残っている

もの，変質をうけてミローナイト質になっているものなど，さまざまであるっこの岩層は，

いちじるしく，圧砕されていることが特徴である。変質は，広域的なものでなく，せまい

範同に， ミローナイトの形成や弱い曹長石化がみられるだけである。原岩としては，いろ

いろな地層が，切身状に切れて，入りこんでいるものとみられるつ

長I]理面の走向をみると，ニペソツ層に接するものは，北方では NlOコ E ぐらいである。そ

れが，南へゆくにしたがって N-S となり，さらに南方では， N400~60 つE，といった具合

に， S 字構造に近い形をとっている。変質粘板岩屈の南東側のものは， N40=E ぐらいの走

向をとり，同じく北面倒 iのものは N20
0
E ぐらいの走向をとっている。傾斜は，すべて垂直

- 10-



に;11いが，東にたおれるものが，割合に多い。

上にのべたような性質から，この岩層は，きわめて大きな構造運動による!王砕帯と考え

られる。この岩層の分布や構造は，そういった構造運動を解明するうえに，重要な，吉:味を

もつものであろう。

1ｷ2.2.3 珪質粘板岩類 CAe)

2m

第 1 図珪質粘板岩層白露出状態

点:珪質部(点の濃集部はと

くに珪質な部分)

実線:粘板岩男開

とおもわれる。

種であり，弟断運動にともなって，珪酸と

ソーダによって，交代されたものであろう，

も互層状ではない。しかも，この地層に道

入している輝緑岩も珪質になっている。上 3

のことから，この岩層は初生的なチャート

層とは考えられな G)o

つまり，この岩層は， ミローナイトの J

この岩層は， ヰ/ー十時川のチカプペツ層とニペソツ)ぜを区切る断層にそって，約 100m

の幅で発達している。

岩質は，粘i長岩であるが，ひじように珪

質である。赤色部や，緑色部が互屈してい

る部分もあるので，一見，チャートのよう

にみえる。しかし，第 1 図のスケザチにみ

られるように，珪目ーな部分は，かならずし

).2.3 変成岩類

|まi幅地域ドヨにみられる変成岩類は，いずれも動力的要素の強しユ変成作用をうけて，形成

されたものである。ただし変成度は低く，緑泥石の多い変成岩である。

これらは，日高層群の各層とは，断層で，劃然と違った構造単位をもち，独立している。

今のところ，形成機構については全くわかっていな G )0

変成岩類は，I欠の2 つにわけられる。

1 千枚岩類 (Mp)

2 緑色片岩類 (Mg)
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1·2.3.1 千枚岩類 (Mp)

千枚岩は，二股の北方， トムラワ己/川とポントムラワシ川との合流点附;5:，および， v"

ー十勝川上流のニぺソツ層と紙色片岩との間に発達している。

やや硬質で，長I]理面にそって，うすくはげ易い性質をもっている。部分的には，粘板岩

質のところもあるが，大部分は，原岩の構造をのこしていない。一般に，淡緑色のものが

多く，淡赤褐色や灰色のものもある。顕微鏡下では，絹雲母と緑泥石の細粒結品が，剥理

面にそって配列し，そのなかに，小さな，珪状の石突が散在している。

1ｷ2.3.2 緑色片岩類 (Mg)

ネ/ー十勝川の支流，オパナイ川の西側に，東西約 4km ，南北約 5km の拡がりをもって

分布している。この東禄は，ニぺソツ層と断層によって接しているコしかし，そこ以外で

は，熔結凝灰岩層におおわれ，断片的に，小さな露出が沢沿し 3にみられるだけで，正確な

分布をつかむことができない。

この地層の大部分は，輝緑岩質岩を原岩とした緑色片岩である。そのなかに，ところど

とろ千枚岩質になった粘版岩がはさまれている。また，原岩が砂岩とおもわれるものには少

低度のホノレシフェノレス(変砂岩)になっているものがある。一般に，片理がいちじるしく

発達しているが，その程度は，部分々 に々よって，まちまちである。片理の強しユところで

は，角閃石の配列による線構造が，明瞭に観察される。

緑色片岩は，細粒ないし中粒の，竪硬な濃緑色の岩石で，曹長石と陽起石を主体とし

ているつ片理の強い部分では，これらが，片理面にそって平行配列しときには，曹長

石の斑状変晶がみられる。片理の ~~v 、部分では，結晶の配列に，方向性はなく，モザイ

ザク状の構造をとっている。変成度のとくに

弱いものには，原岩の輝石の仮像と，オフイ

テ f ザクな構造が残されているものがある。

陽起石は，片理の強い部分では，繊維状で

X, y…帯黄緑色 Z…禄色の多色性が明瞭

であるの片理の ~~v、部分では，・短柱状で，多

色性は弱いっ

ときに，多量の縁簾石がみられる。その他，

少量の，緑泥石， f，居石，石英，不透明鉱物が 第 2 図緑色片岩 jj エコル x50

ふくまれている。

黒色千枚岩は，いちじるしく圧砕をうけ，初生鉱物白石英や斜長石は破砕し磨践し
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て，曹長石，緑泥石，炭酸塩鉱物が，粘板岩の基質を交代して生成されてヤる。緑泥石

は，濃緑色の多色性の強ャものである。

変砂岩は，残留鉱物白石英や斜長石の聞をうめて，色のうすい黒雲母が一面に生成さ

れているものである。

1·3 症入岩類

この図幅地域には，道入岩類は割合に少なく，次の 2 つだけである。

1 輝緑岩 (Db)

2 J方岩質岩 (Po)

自 .3.1 輝緑岩 (Db)

前にのべた，日高層群やその変質右類および変成岩類の中には，あちらこちらに，輝様

岩の近入がみられる。これらは，大きな構造線 lこそうか，または，そのそばに，構造線と

同じのびをとってみられる。これらの輝緑宕は，大小さまざまな規模のもので，岩質や j差

入後の変質なども，かなり違っている。大きくみて，割合に小さな岩脈状あるいは岩床状

にみられるものと，やや大きな岩体を構成しているものとにわけられる。

前者は，全帯に，あちらこちらに散在しているもので，ときには，輝緑凝灰岩と，区別

のつかないものがある。ほとんどのものが，いちじるしく変質しているため，原岩の性質

を，正確に知ることができない。

顕微鏡の観察では，斜長石は曹長石に変り，有色鉱物はすべて緑泥石となり，多量の

方解石と栂石ができている。ただ，オフ f テイツな構造だけは明瞭にみとめられる。千

枚岩内のものには，陽起石が多量に形成されている。露出で岩脈と断定できないものの

なかに，ひじように細粒(斜長石は O.3xO.05mm くやらいの大きさである)なもので，と

くに方解石の多量にみられるものがあり，輝総凝灰岩の可能性の強いものがある。

やや大きな岩体を構成しているものは，十時川本流の，パシケベツ川とぺンケベツ川の

中間附;i]:，および，ヌプントムラウシJfl中流にみられる。との 2 つは，いずれも，破砕粘

板岩類の中にみられる。ともに，合銅硫化鉄鉱床を旺胎している。十勝川本流のものは，

輝緑岩と粘ほ岩とが，いろいろな規模でくみ合い，さらに，それらが，無数のすべりで切

られており，両者の複合岩体としてとりあっかわれる。斜長石の斑品をもったごく細粒の

ものや，相当に粗杭なものまで，さまざまであり，変質もいちじるしいっヌプシトムラク

ν川のものは，あまり破砕をうけておらず，変質もきわめて弱い。これらの中で，もっと

も普通の岩質は次とおりである。
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顕微鏡下の観察では，斜・長石，輝石，緑泥石，

チタン鉄鉱，チタン石，燐灰石がみとめられ

る。全体に，いちじるしいオフイテイザク構

造をしめす。斜長石は，長さ約1.0~1.5 m m

r らい，幅約0.15mm("らいの細長い柏子木

状のものが大部分で，An60内外の成分であ

るのカルスパードアルバイト複合双晶が多く

果帯構造はほとんどみられない。

輝石は，きわめてうすい緑色をしめしい第 3 図輝禄岩//ニコルx50

ちじるしνオフイテイザク形をとっている。複屈折率が高く，cZ=48°, 2V=50° の透

輝石質のものである。

1·3.2 扮岩質岩 (Po)

乙のL

流に，幅約 1叩Om ぐらいの，小さな工岩7脈としてみられる o )川必白色の，堅[団要1摂f玖:密な岩石で， £'節布

理がみられる O かなり変Z質守をうけており，原岩をうかがうことはできないが，やや大型の

斜長石理1111が散点する構造が，のとされてl) る。

顕微鏡下の観察によれば，長柱状 (0.1 x0.4mm) の斜・長石がすべて，曹長石化やソ

ーシェル石化をおこない，斑晶は 1 x1.5mm("らいのものである。有色鉱物は，0.1x

0.3mm くやらいの大きさの，長柱状のもので、あるが，すべて緑泥石にかわっている。この

ほかに，わず、かに:方解石と絹雲母がともなわれる。

111ｷ4 美瑛屑 (Gt) C新第三紀中新世〕

この図 l隔の北西端部を流れる克瑛川の流域には，美瑛回とした緑色凝り:岩が分布してい

る c 標高約 1，000 m のところまで露出し， 完成火山噴出物で直接おおわれている。十時岳

図幅の美瑛川の下流では， -I ・Jj芳熔結凝のく刀でおおわれている c

この緑色凝灰岩の岩質と，この図幅の北に連なる旭岳図幅内に旺胎する鉱床の性質とか

ら，判断して?その時代が，新第三紀中新世であることは，ほぼ確実である。

この間幅の範囲にみられるのは，緑色凝 )jz !0 だけで，プロピライトはな l) 。灰緑色で，

石英粒をもち，石英安山岩質のものであるつまた，岩層が多くふくまれている。一般に，

微弱ながら民鉄鉱の鉱染がみとめられる。石英!派の発達しているところもある。

顕微鏡下の観察では，原構造としては，斜長石と石英の斑晶がみられるだけで，石基

はほとんど 2 次鉱物に変っている。
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斜・長石も，他形で，持聞に沿って緑泥石や炭酸塩鉱物に置きかえられているづ有色鉱

物は，すべて緑泥石化して原形を残しているものはない。石基を置きかえて生成されて

いる鉱物は，曹長石，緑泥石，炭酸塙鉱物で，それに靖石が少量みられるのまた，黄鉄

鉱は，細粒で，ジンアイ状に集合している。

この紋色凝灰岩層は， Iえl幅地域では，ほぼ N-S の走!珂と，大体 20
0

W の傾斜をしめし

ている。

〔第 4 紀初期あるいは第 3 紀末期)熔結凝灰岩目 .5

十時速峰の周辺には，熔結凝灰岩が，かなり広く分布していることが，知られている。

ヌプシトムラワ ν}I!から乙/ー十時川上流にかけて，北東この図柄地域にも，その一部が，

一南西方向にやや細長く分布している。

との十時惰結凝ば岩の噴出時期については，いろいろ推論されている。この地域内では，

基盤岩層を直接おおい，美瑛火山噴出物におおわれていて，噴出時期を決定できる資料は，

みつけられなかった。しかし，判断資料として，参考になるであろうと考えられる，いく

つかの事実を知ることができたο 一つは卜勝熔結凝灰岩として，従来-1';5されていたもの

が，問にi仕筒77屑をはさみ，不整合の関係で， •J:部とド部に，大別されることである。

熔結凝灰岩類各層の比較表第 2 表

上部 部
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石

股
灰
二
凝整
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カ
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泥
ト
質

l
i
l
-
-

不
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)

下

下富良野

熔結癖灰岩
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|少な u
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い七一斜
(かなり解析
|浸舘面
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SOO

トノカリウシェベ川の熔結凝灰岩柱状図第 4 図

これらの熔結凝灰岩噴出の時代について，ある程度の考察がこの iヌi恒調査の結果から，

可能である。これにつし〉ては， :1:去に，地質構造および地史の項でのべる。

F

hド

立

口

前示にしめしたように，石英粗而 !G 11 の熔結凝!ぽ岩を，主体としたものである 3 いちじ
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るしい熔結性をもった，二股熔結凝灰岩にはじまり，やや熔結度のおちる， トムラウ乙/熔

結凝灰岩につづいて，完全な水成岩相をしめすトノカリ凝民質泥岩層の堆積に終る c 単に，

岩質だけからみれば，いままで，十勝熔結凝灰岩といわれてきたものにあたる c

1.5.1.1 二投熔結凝灰岩 (WI1)

トムラワシ]1!9 1流に模式的に発達し，そこから， νー十勝川にかけて分布する。分布範

囲は，それほど広くない。起伏のはげしい基盤を埋めている。厚さは，トムラクネ/川では，

200m をこえるが，、ンー十勝川にむかつて薄くなり，トノカリワシェペ]I[下流では，約 50m

となり，ついに，消滅している。

一般に，石英の斑品が目立つ，硬い熔岩状のものである。石英の斑品は，ときに， 5mm

ほどにもなる。ほかに，斜長石と黒雲母をふくみ，一見，ネパダ岩にみえるものが多い。

普通は，完全に'培結されているが，ときには，浮石を多くふくんだ，熔粘性の弱いものも

みられる。熔結性の強いところほど，流理構造が明瞭で，節照ーも規則正しく発達している。

粘仮岩の角礁が，多量にとりこまれている部分もみられるが，まったく，ふくまれない部

分が多い。このように，岩貰はさまざまである。がいして，ポントムラウネ/川ド流附近か

ら北方は，浮石や基盤岩牒をふくまない， FE硬で，一見熔岩状にみえるものであるが，丙

万には，さまざまな岩質をしめすものが多い。

顕微鏡下の観察では，破片状の斑晶や岩石片の間を，多量のガラスが埋めてヤる構造

がみちれる。

斑晶は，石英:下斜長石\黒雲母であり，石

英 (O.5~2 mm) は融蝕された形をとるもの

が多く，周辺はグリストパル石質になワてい

る。斜長石 (O.3~1 mm) は An25~An32 の

成分のものである。黒雲母 (O.2~O，5 mm) は，

x= 帯紋褐色， Y, z=濃緑視色の多色性がい

ちじるし」、コ

岩石片は，た νてν粘板岩と砂岩であり， 第 5 図 二股熔結凝灰岩 1/ ニコル x 50

ときには輝緑岩もみられる c

1ｷ5.1.2 トムラウシ熔結凝灰岩 (WIρ

これは，二股倍結凝灰岩を整合におおって，図1隔の北部から南西山にかけて，かなり広

L ユ地域にわたって分布している。厚さは，ほぼ 300m とおもわれるが，シー卜勝川の上流

一 17 -



附近では，やや薄くなっている。

岩質は，二股熔結凝灰岩と同じく，石英の斑品が目立つものであるが，熔結!生は，ずっ

と弱くなっている。とくに， J-:部では熔浩 l生が弱く，凝灰z買になっているところがある。

俺約 5cm ぐらいの浮石を多くふくみ，決茂褐色の紺糸状光沢をしめすっ基盤宥類の角記撃を

取込んでいることも，全域にわたって多い。このトムラウ v熔結凝I売店のたきな特徴は，

全域にわたって，岩石が，ほとんど均質であることである。

顕微鏡下の観察でも，二股熔結J凝灰岩と，似かよったものであることがわかる。わず

かに円味をもった，破片状の斑晶の聞を，ガラスと浮石がうめている c ただ，ガラスに

は，ほとんどのばされた形がみられなヤ。斑

品は，石英〉斜長石>黒雲母であるつまれに

小さな輝石がふくまれている。

この熔結凝灰岩は，流理構造をしめすところ

が，まったくない。しかしときには，基盤岩類

の角棟が一定方向に配列して，取込まれている

のがみられる c 術開も乱れて，不規則になって

第 6 図 トムラウシ熔結凝灰岩

//ニコ/レ x50

l) るの

小さな断)ぽが， II寺々みられるが，がし 1 して N

45"E 方向のものが多い。カムイナシケナイ沢では，この断!出に境されて，いちじるしく多

量(約 70~80 ~{)の粘恨岩類の角礁をもった部分が，かなり広く発達している。このよう

なものは，熔結凝灰岩の噴出にともなう陥没を恕起させるが，観察できた組問がせま l) の

で‘明らかではない。

二股熔凝灰岩との関係をみると，二股から北方では，'1::硬な府!古賀のものの f--. に， I明瞭

な境界をもって， トムラヲキ/熔結凝灰むが発達している。しかし，二肢から両方では，二

股塔結凝灰岩の!百貨が不均質であるため，はっきりとした境界をみつけることは， I村惟で

ある。

111.5.1.3 トノカリ凝灰質泥岩屑

トムラワ乙/情結凝灰岩のj二には，凝灰白の砂岩や泥岩を主体とした互属が発達しているつ

シート B3~川上流のレーサクベツ川やトノカリウ乙/ェぺ川の西方では， J--.部の下富良野熔結

凝灰岩)ぽが，直接， トムラウ己/熔結凝)長岩をおおっているために，みられないが，その他

の地域では，視察される。
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このトノカリ凝!ズ賀川岩層は.下部の方に偽

屑をあまり示さない， 1'f石賀の凝!必岩や，十分

に炭化した亜炭の;専出lがみられる。上叫になる

にしたがって，主しく成層した泥岩と砂君の互

屑となり，写真のように，こまかな偽)百がみら

れる。また，炭化のすすんでいない木片や，機

岩がレンズ状にはさまれる。

との地層の走向および傾斜は，シー十時川上

流で， N20oW , 15°SW，トノカリヴ v ェぺ川で

は， N-S, 15°W，カムイナンケナイ川では，

N20oE , 15 ヨN羽7 である。

トムラワシ熔結凝灰岩との関係は漸移であ

る。トムラクシ熔結凝灰岩が，上部になって熔

結性を失って凝灰岩質となり，凝)ソ〈質砂岩や，

粘仮岩などの円礁がはいりこみ，次第に堆積岩

のような様相をしめすようになって，この地層

に移行する。

BI.5.2 上部

第7 図 トノカリ凝灰質泥岩層の露出 上部とされるものは，下'富良野熔結凝氏岩と

したものだけである。岩質は，角

閃石安山岩ないし石英安山岩質で

あるが，このようなものは，いま

までは知られておらない c

BI.5.2.1 下富良野熔結凝

灰岩 (Wu)

下部の熔結凝!民岩や， トノカリ

第 8 図 トノカリ凝灰質泥岩層の偽層 凝l必質泥岩層あるいは基盤の日高

層群を不整合におおって発達する，角閃石安山岩質ないし石英支山岩貨の熔結凝灰岩であ

るつこの図幅内では，北部では割合に少なく，南方 l乙かなり!よく分布している。南方の
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イノ正 Ip晃獄区j幅の地域では，標高約 900m の平坦面を形成し，南にむかつて，ゆるやかに高度

をおとし，岩松発電所附近まで分布しているようである。また，この図II届の北東に当る石

狩川の最 l二流にも，分布してし)ることが知られている。そして大雪m結凝>k.岩より古いも

'"のであることが明らかにされている。

この;出結凝 J) ，~ 岩は， 30m 珂後の!手さをもち， 岩買が少しずつちがう， 数枚の熔桔凝りミ

君から構成されているようであるつ一一般に，灰

色回百で，熔結 'I'e[: がかなり強い 1市理構造も|円

i瞭で， }f~J l!!が規則 IE しく発達している。

斑ilffl は，判長石がもっとも多く，ほかに角閃

石と少量の輝石や石英がみられる ι

顕微鏡下の観察では，破片状の，まちまち

の大きさの斑品の聞を，流理構造をもった芳、

ラスが埋めた構造がみられる n 第 9 図 下富良野熔結瀞灰岩

部分的に，斑品の種類予量比が異って ν るが， I! ニコル x50

た U、て U、，斜長石、一有色鉱物 石英の量比をしめす。

有色鉱物は，普通輝石，紫蘇輝石，緑色角閃石である υ ごくまれに黒雲母をふくんで

ν るのその他，燐灰石，禄 i耳石，不透明弘物がみられるに、粘板岩や砂岩り岩石片のほか

に，玄武岩の岩屑、がみられる。

1·6 第 4 系

この地域で市 4 系とされるものは，次のとおりである o

(4 l L. l監原堆積物，河床時
(Ill 積世(

I3 十nY)' 火rJJr買物

(2 段丘tft:桔物

lJ~tt(世(
(1 主瑛火山噴rrU物

1ｷ6.1 美瑛火山噴 ~di 物*

オプタアシケ山の北西方の， l£Ji:克稜線附近から，カムイナンケナイ川上流地域にかけて，

*石狩岳凶幅調査による c

*古十勝熔岩とよばれて νたものであるが，美瑛川の上流地域を中 Jむとしーて分布している

ことと，地形的にも， この噴出物をもたらした火口が河地域にあったろうと推察される

ことから，ここでは，美瑛火山噴出物という名称を用いた。
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第 10 図 ド部情岩//ニコル x 50

発達しているもので，なだらな台地を形成している。燃結凝灰岩の[二位にのり，新時 iの十

時火山噴出物におおわれている。

この噴出物は熔岩からなり，ほとんと、火 rfr 砕屑物を含んでいな l)o 噴出の時期は，新期

洪積世と:考えられる。

なお，乙の火山噴出物は，岩日ーから， J二部情岩と下部熔むの 2 つにわけられる。

m.6.1.1 下部熔岩 (011)

この i容者は，オプタア νケ山の北東にのびる尾恨から，二股にむかつて舌状にのびる台

地を構成している。定瑛川流域では下位の完成 c) ぽを.十時川流 h;~ では惰結凝!夫岩をそれぞ

れおおっている。

黒色の斑品の少ない，やや多孔 1~' の熔岩と，同宣の集地情:岩が，互 k~~r 犬に重なり合った

ものであるとなお，この熔岩の下部は， 1r 日時:品で、ガラス買の明君である。

顕微鏡下の観察によれば，斑晶は，斜・長石\、輝石である。斜長石は， 0.5~2.0mm の

大きさで， An62-65 の成分のものであるの

場開商にそヲて，緑泥石と方解石にかわって

いるつ普通輝石と紫蘇輝石がみられ紫蘇輝石

は詳通輝石の反応禄をもつものが多い〈石基

は，インターサータル構造をしめし，斜長

石，グリストパ/レ石，普通輝石，紫蘇輝石，

および細粒の不透明鉱物からなる。主た，緑

泥石や方解石が多量に形成されているとこ九

がある

m.6.1.2. 上部熔岩 (0])

この'昨岩(ま，図幅の北岡田であるカムイサンケナイ川の←[:流流域に，わずかにみられる。

このほか，図幅外のユートムラワ νJllの北方から， トムラワ乙/山の山裾にかけて，発;圭し

ている ο ここでは，下部熔岩を欠き，熔結凝界を 11':[ 接不整合におおっている。しかし，

ユートムヲワキ/川上流民では，下部熔界の日立にのっている c

黒色の，堅問な熔岩で ， ~J ;Z 状iWj J1j tがひじようによく発達している，普通時石紫蘇輝イゴ安

山青である。

顕微鏡下の観察では，斑晶は，斜・長石紫蘇輝石 普通輝石で，やや紫蘇輝石が多い。

斜長石は， O.2-2.0mm の大きさで An=60 の成分である。紫蘇輝石は，斑晶の周辺や
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裂目にそって，緑泥石伊方解石にかわワてい

る。まれに， 3.0mm の大きさのものもある。

IU.6.2 段丘堆積物 (Tr)

十時川の下流，ニペソツ川およびチカプぺツ

川のド流に，河床にそって，明瞭な河岸段If~面

が発達している。

第 11 図上部熔岩/ /ニコル x 50
現河床 i訂より， 15-20m の i肯さの王子坦面で，

段丘堆積物によって構成されている。なお二股とペンケベツ川合流点の問は，この段丘 i市

は，はっきりしない。

段丘而を形成する JiG 積物は，場所によってちがうが，大体，礁は花岡岩，輝 *vJ~ 岩がもっ

とも多く，砂岩や粘版 ;[J がそれにつぐ。そのほか砂，粘土などから構成されている。

また，平坦 l固には肥沃な土壌が厚くのっている。なお，ニぺソツ川にそって発達してい

る段 no) 仕積物の I[f には，支山吉の礁がふくまれていない。したがって，段丘而の形成は，

ニペソツ火山の形成以前と考えられる。

1ｷ6.3 十勝火山噴出物

この~]幅の四郎止 j或は，十勝火山噴出物が広く分布している。この火山噴出物は，岩質

から次のようにわけることができる。

2 上部熔岩 オプタアキノケ山熔岩 (Ul)

(オプタアシケ山基底溶岩 (Bω

l 基底t~岩(美瑛岳基Ij'支出岩 (Bb)

1十昨日生成溶岩 (Bh)

1·6.3.1 基底熔岩

i) 十勝岳基底熔岩 (BII)

との熔岩は， レイナクベツ川のとj主流域に分布し， と部熔結凝~疋岩を不整合におおって

いる f自民古色の，やや多孔質なもので， J;'!長石と輝石の斑品が，はっきりみとめられる，

合石英背通輝石紫蘇輝石交山岩である。

顕微鏡下の観察では，斑品は，斜・長石〉輝石〉石英である。斜長石は， 1.5-2.5mm

の大きさで，An48-52の成分である。輝石や燐灰石をポイキリテザクに合んでいるほ
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か，男聞にそって，やや多色性のある緑泥石にかわワている。輝石は， 0.5~ 1.5mm の大

きさで，ともに多色性の弱い普通輝石，紫蘇輝石である。石基は，一般に，出品質であ

るが，一部にガラスの部分もある。斜長石，輝石，鉄鉱，緑泥石からなり，緑泥石は，

多色性がある。

ii) 美瑛岳基底府岩 (B1 2 )

//ニコ/レ x50

第 13 図美瑛岳基底熔岩

顕微鏡下の観察によると，各

熔岩ごとに，ぞかしず、つ岩質がち

がっているが，全般を通じて，

やや多量の斜長石と普通輝石，

紫蘇輝石の斑品がみられる。し 第 12 図美瑛岳基底熔岩の露出状態

かし，普通輝石が，ほとんどみられない部分もあり，両輝石の量比は一定しなu、。斜長

石は， 0.3~2.0mm の大きさで，輝石をポイキ

リテザグに合んでいるものが多u、。輝石は，

0.3~0.8mm の大きさのもので，周辺が，やや

黒雲母質の帯緑補色の多色性をしめす緑泥石に

かわワているものがある。普通輝石は，紫蘇輝

石の反応縁とみられるものが多い。その他に，

捕獲岩状に，オフィテザク構造をした輝石がと

りこまオLている。

石基は，ノ、イアロピリテザク構造をとり，ご

く細粒の輝石，斜長石，不透明鉱物からなる。

これら畑粒結晶の聞をうめて，多色性をしめす緑泥石がみられる。

る。

この熔Eはだ瑛岳および主瑛富士の基底を構成しているもので， トノカリクキノェペ川

のー支流，左股上流附-JB.:を構成しているつ

この熔胃は， )手さ 15~20m の薄い熔岩が， 10 数枚も重なり合っているもので，各々の

僻詳の聞には， 1m ていどの序さをもっ集塊岩賞凝灰岩がみられる。なお，各々の熔岩ご

とに，沢の中に滝をつくっているので，地形の上からも，熔岩の広がりを，はっきりと，

みわけることができる。

!夫古色の倣密， q~硬な岩石で，一部には，流理構造もみられる，普通輝石，紫蘇輝石支

JJr£;である。ひじように不規則な

官IJ理が発達しており，前 12[司にし

めしたような形のものもみられ
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第 14 図 オプタテシケ山熔岩

//ニコノレ x50

iii) オプタテシケ山基底熔岩 (BI 3 )

オプタテシケ山から北東に続く尾根にそった地域，および，オプタデシケ山熔右のした

に，わずかにみられる。

晴氏古色の， T}Z~ 守，堅硬な岩石で， ~:j 長石の斑品がめだって λきい百通蝉イ:]，紫蘇輝石，

交山 bである〔釘長石の:8 1品は，ときには， 5mm にもおよぶのがみられるご l

顕微鏡下の観察では，斑品は，斜長石、〉輝石である。斜長石は， O.5~3.0 mm の大き

さで，野間にそワて緑泥石イじしたものが多 ν 普通輝石，紫蘇輝石とも， O.3~O.7mm

の大きさであるっ石基は治品質で，細粒の斜・長石，輝石.不透明鉱物と少量の緑泥石か

らなるのこのほか， 1.5em くやら ν の大きさで，オフ f テック構造をもワた玄武岩の捕獲

岩がみられる c

01.63.2 j--_ 部 J溶岩

i) オプタテシケ山熔岩 (UI)

この熔岩は，オプクアキ/ケ山の頂ヒを構成する岩石である。

暗黒褐色を里し，不均 111 で多孔 1~' なものである。斜長石と坤石および少量のかんらん石

を斑品とする，合かんらん石紫蘇輝石，普通輝石安山岩である。なお，頂上附 j立のものは，

ほとんど有色鉱物を合まない赦密，堅田なもの

である c

顕微鏡下の観察では，斜長石二~輝石〉かん

らん石の斑品がみられる:斜-長石は， O.5~

1. 5mm の大きさで， An45~55 の成分であ

る。輝石は， O.3~O.7mm の大きさで， しば

しば，繋蘇輝石の反応縁として普通輝石がみ

られるつかんらん石は紫蘇輝石と鉄鉱の反応

縁がとりま νて ν る。石基は， J替晶質で，斜・

長石.輝石，鉄鉱がみられる c

01ｷ6.4 氾濫原堆積物，河床際 (AI)

十時川にそって発達している，氾濫原は，ひじように規模の小さなものである。おもに

操，砂，粘土より構成されている c 礁は火山岩が多い。

また，図幅地域の南半分では， 卜)J#岳からもたらされた，十時岳火山灰 b 脳および e Jt'i
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が広く分布している。地質問では省略しておいた。

目 .7 地質構造壮よび、地史

この図1福地域は，これまでのべたように，南東半と北西半とが，それぞれ基盤地域と火

111岩地域といった，対象的な池宮構成をみせている。このような地質構成は，この|立1 1幅だ

けでなく，十時，大雪火山を中心とした，いわゆる中央高地一倍にかけて共通したもので

ある c したがって，この地域の各岩層についての多くの問題は，そのような広い地域全体

に関するものであって，各地域の資料と確実にてらし合せなければ，解決されないものが

多い〔ここでは，参考までに，この地域で，いちおうの考察可能な 2， 3 の問題をあげるに

とどめるの

mｷ7.1 一基盤地域の構造

j主常 J也域の分帯，および，それを構成する岩凶についての特徴を，大まかながらのべた。

そこで，このような分帯でつくられた j主賀図から，どのような亨析を知ることができるで

あろうかっー恨の地買図とは，おのずから，読み方が違ってくる筈である

このヰ質問から，いちおう考えられることは， )(1 本， ()z のような亨である亡

1) この j也域は，大きく 3 つの構;遣単位にわけられる ε それは，図 Ip討の百禄に分布する

ユペソツ日の単位と，その丙但 IJ 一帯の単位，および，色片界と千枚岩頭であるのニぺソ

ツ回の:，p.位は，境問百を追うと，ニぺソツ 1' 'S l!隔地域内の丸山を中心として，百にはり出し

た弧 ;;1: (あるいはドーム状〉の構造をとることをのべた。これに反して， f§1~.!] 一品:は，む

しろ点側にはり出す弧状に iii い構造をとっており，さらに，大きくみれば， ドーム(ある

いはベーズシ)に近い構造，つまり，帯決構造とは別の構造をうかがうことができる。こ

の 2 つの構造単位は，聞に幅約 1km の破砕粘ぼ宕類をはさんでおり， 明瞭に分離されて

いる

め この西側一*の単位は，かなりの変質作用をうけている地域である ο 基盤岩類が，

アヂノーノレ化作用をはじめ，いろいろの変質をうけていることはのべたが，それは，この

日但 IJー;貯の構造単位内に，みられることである。記載でのべたように，図幅西禄のユペソ

ツ屑の F~ J.位には，それらが，ほとんどみられないのに反して，一方，ネ/ー十時川に分布す

るニぺソツ屑は， ~~P ながらも，そういった変質をうけていることも，両単位の在いをし

めすものである口
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3) この西側一帯の単位の，ほほ南北の中心線にそって，破砕や変質が，とくにいちじ

るしい地帯がみとめられる。それは，図幅の南方，新得鉱山附 Ja の破砕粘恨岩類、から，変

質粘 jfぇ岩類 (At) の，曹長石化や黄鉄鉱化の強い地帯を通り， トムラワキ/鉱山附 j庄の破砕

粘仮岩類にかけた地借である。この変質帯内の破砕粘版岩類，輝総岩(これは，輝緑岩の

項でのべたように，やや大きな岩体を構成しており，ほかの小さな岩脈とは区別されるも

のである) ，および，鉱床の旺 JJ台位置は，南北に，ほぼ対称、(;~な配ダ IJ をしている。また，十

時パンケ層内には，地層の微摺曲の軸によってあらわされる線構造が，みとめられるっこ

の綜構造は，北方では北落ちであり， 1著万では i有落ちとなっているが，これも，南北の対

称性をうらずける，消極的な要因になるであろう。

このいちじるし G' 変質一帯は， flu にのべた， ドーム構造の軸と，やや斜交している υ した

がって，各岩類の配列は，変質粘 jli 胃類 (At) の分布地域の中心を柄 II として，ほぼ ， }\'j ，対

称の関係になっている。

4) 現庄の段階で，基盤についての地史をあみだすことは，とうてい不可能である c た

だ 1 つ，チカプぺツ層については，刊にのべたように，ほかの地)\"， Hこくらべて，かなり新

しい(白望紀)ものである可能性のつよい点が，あげられる。

Df.7.2 熔結凝灰岩の噴出時期

乙の地域の， '1ぢ結凝灰岩の噴出時期を考察するに当つては，この地域外でみられる，い

ろいろな現象と正確に対比して，考えなければならない。従来発表されている論説は，い

ずれも，この地域から，相当にへだたった，場所のものについてのべられている。したが

って正確な対比は，今のところ困難であるが，地Jfや層位を考慮して，いちおう，噴出時

期jを:考えてみることも，志l沫があろうと思われる。

*その平坦両は，チカプペブ川上流で， 1020ill の標高で，同にむかつてゆるく傾斜し，

850ill近くまで低くなっている c このことは，東方に，噴出源、を方えることのできない現

在，常識りには，東方の基盤山地のヒ昇によるという，解釈が，いちおうなりたつであろ

う。これは， 下部の ， 't;H ，占凝灰岩類の流再面や堆積面の大半が北西に傾斜していることか

らも肯定される。

さらに，旭川周辺部において，大雪卜!J主火 ill 借のもり上りとして，東南方 dJ 地の上外が

本現在市販されて ν る，地理調査所発行白 5 万分の 1 地形図は，このような目的のために

は，ほとんど，使用が不可能なほど誤りが多 u、。したがって，この図幅の作製は，すべ

て空中写実にもとづ VてV る。

戸
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*みとめられているつまた，名育往J色のド川附 j止において，市者の 1 人酒匂と小山内照は，

(f!S ぅ士山に，亜民同をふくむ同店，凝ば岩， m*吉凝!必むなどから構成され，鮮新世のJ佐伯物

と号えられる下川層群が，つねに，東南万基盤の上梓にともなってJ住民されたことをみと

**めている d こうしてみると，東南方基盤の上昇は，大雪十防火山帯のみのもり上り以タトに，

各H1J 或ごとに，ある程度一般イじされてもよい事実であるとおもわれる。

次に，この 850m 附近まで降下した而は ，i/ ー十時川附近で 800m になり，レーナクベ

ツ川とトノカリク i/ ュぺツ川の問では， 700m から，最低 600m 近くまで，降下している。

この庄由は，今のところ，解釈がつかな ~)o とゅうのは，この両が，何によってつくられ

てし 3 るか，明らかにすることができなかったからである。ほとんど，沢らしい沢がみられ

ず， トノカリワ i/ ュぺツ川などでも，まったく露出がみられなしユ。そして，この間は，上

古IS 熔結凝灰岩によって構成されている面よりも若いとみられるのである。したがって，こ

の地域の局部的な沈下手，あるいわカノレテラ陥没によって，熔結凝り〈岩類のとに，ある種の

堆積物が，または， 卜!出火山 l噴出物のある程の砕屑物がのっているのかも知れなし h 卜 BE

岳や完瑛店につずく， ~'Iilli の性質からみると，後者の可能性が強い。

次lこ，土部熔結凝灰岩が構成する i雨は， トノカリワシェペ川右股沢から，ユートムラヴ

己/川，および，カムイナシケナイJl! にかけて，再び 900~1000 m の標 l者となっていて，前

の 800m の面とは不連続である。この聞の不連続は，胡の 600m まで下る同の解釈がなさ

れない限り，何とも:考えることができない。ただ，長初にのべた，東南方山地の上昇がみ

られる地域では， N-S ないし N400E 方向の断層が多いことや，十iJjJ岳西方の白金温泉か

ら，吏 i英川にそい，さらに，大体この地点にいたる環状構造を，カノレデラとする考えが也

起される。

そこで，今度は，下部のだ i結凝りく岩類によって構成されている面をみると，この図 l隔法

域では， トムラウシ川上流・帯にみられるが，これを，上部によって構成されている面と

くらべてみると，小沢がかなり複雑に発達していて，これが，単に岩質の相進だけとは，

どうしても考えることができない程である。このような状態を，量坊にあらわす作業は，

おこなっていないのであるが，いちおう解析度の相違とみられるのである。

そうするならば，この 2 つの i時代の違った面は，どうゅう生肉をもつものであろうか c

* 鈴木淑夫，北川芳男:十勝岳ノ周縁に分布する熔結凝灰岩にワVて 北海道地質要報第

32!,} (1956)

料酒匂純{丸小山内照:下川図幅北海道開発庁(1 954)
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J-:~i;が構成する面は，かなりの平坦性に対する堆積回の存在を考えることができないこと

から，今のところ，流走I可と考えられる。下部の熔結凝ら疋岩類の堆積面や流血面は，水平

ないし， 15つから 20つぐらいまで，北西に傾斜しており，断層も発達しているのそして，ト

ノカソ凝灰白泥岩のみられるところの標高も，かなり上下してpることから，下部情結凝

IX岩類は，相当に傾到や lUI陸をしていると考えられる。それにも拘らず，いちおうの平向

性をもつことから，下部によって構成される平坦面は，浸蝕「ばである可能日:が強い J この

耳目の標l苛は， 900~1000 m である

一一.)万j- ， j熔マ府;*紅結J占j凝 1児夫!宕δにうめられている主

;岩吉の来つている段低は，約 50∞Om である ο また，東方の基盤山地には，標高 1200m 平均

の一定した稜仰が連続している c その問には，新しp大きな断層はみとめられないのであ

るが，ただ，ここで，先にのべた南東)j主控のと坪(断!日をともなう)を弓え合せてみて，

iFに， 1200m の地形 1m が解析されたところを， 'tft 桔凝民岩がうめたと解釈できるかどうか

17 日Uである

かりにそうだと，大きく仮定するならば，今までのべた Ht Jf~ができる過程は， iえのよう

になるであろう。まず， J某志団?盤 L主2の 1ロ20∞Om 平平~ J均3の i而f百可i可iの f形|巳3式があ{り〕 λ" それがかなり解 1析?斤fをうけ

た この陪際 fの Jヒ二 r円外IL- は 7叩OωOm になる') i口次7欠乙に， それをうめて， 下i首白部?司引;日:の i桝?令;苅苅示れ結 l占3凝!氏ゾペ;岩吉沼 iの i可lぜ噴Iff刊t

り，一 f-:!'j:rs では，次第に熔治山を欠い ， ]£i; えをふくむ，成円した iJ~ 岩間の堆誌に移行した。

そして，これらは，東南方豆性のと界にともなって，かなり傾:F DrJl]怪し，さらに浸蝕され，

平上 flT(li が形成されたご}この際民曜は 500m 以上降下したことになるっそして，これがある

干山':[ [:界して解ト Ii" されたとき，上出の噴出があった 1 この，上昇と j七!?半は， iJI: 良町 1~~lliJ 日

*で祭された結I~とほぼ同じである。

そこで，今度は，この内下をさらに強く fly能なものとする， トノカリ凝灰白j尼岩!討が，

はたして全般的な沈降によるものかどうかである}この地!吋は，図幅i也域内だ唱けで， 15km

以との叶イ111:のひろがりをもっ，かなり Jl~l )ものである c その中にはいる亜炭の，花粉分

析ーの結束はまだ判明していないが，この j也)吋が，池田 )1"'1ゃれ Ilfl8i群のものと，根本汀に異

っているとは弓えられない。したがって，この池屑が単なる水たまりによるとすることは，

ひじようにほ i歪である

住II日付iii日の岩松間近から，然別川附iiI:にかけて，熔結凝灰岩が池田居の f:部にはい 81

橋本亘:下富良図幅北海道開発庁 (1955)

材橋本亘:十勝|王i然別発電計画地域の地質北地要報 (1952)
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*また，御lj~凶Ip日では ， ifri紋岩1'1凝り〈岩と池田店が[fir一)函のものであることが報汗されてい

る。これらの熔結凝り〈岩が，この;止lD~のものと対比されるかどうか，わからない。ただ，

岩日の記載からみると，岩松附j庄のものは， J叶~に，御影図幅のものは， "f-ff\Sににている。

また，位相岳|叫Iii面白の王子坦国のあるものは，この図幅肉の下吉が構成する平j日田と，空 I!=!

1手の区l化による等II主涼の状態が，ひじようにょくにている υ さらに，足寄太|ヌi1rmの調査

では，池田山の下に，つまり本別居群の上部に熔結凝り〈岩の発達していることが知られてい

**る。しかし，これらのことからだけでは， トノカリ凝!夫 It·'Wt 岩屈は，池田屈に対比される

と断定することはできない。しかし，対比できる可能性は相当に強しユということはいえるう

したがって，結論としては，下部と上部の間には，かなり全般的な沈降があった，つまり，

池旧居がこの図幅地域まで広がっている可能性が強いとゅうことがいえる。その結束， 土

方II の 1:8* 占凝灰岩の噴出時期は洪ほ世のものとしても，下却は，池 fB 屑を，魚下新世末!号!が，

あるいは更新世初期 jかに，断定することによって，可能陀として推論されることになるつ

IV 応用地質

この凶 ihi の活性!日凶 1;1 には，合制硫化鉄j;)1Jぶがみられる〉この鉱床は，相当以前から:J; U

られてはいたが，あまりにも交通の不便な奥地であるため，ほとんど放目の状態におかれ

てきた。しかし， jJi年，この地域の開拓や伐材が，いちじるしく進展している c それにと

もなって交通もよくなり，地下資源開発のための \'0[13*( ま， jycfit に向上してきた。あら

ためて，この広域の合制 rM[ 化鉄およ床が，注目されるようになったわけである。

このほか，混泉の湧出が， 2， 3 みられるのいまのところ，交通が不便で，全然利用する

価値はないが，若し，十)みから上Jflにぬける道路でも開通するようになれば，野辺あふれ

た温泉として注目されるであろうっ

]V.l 合銅硫化鉄鉱床

今まで知られているものは， ト!]存川本流の，新得鉱山およびトムラワス拡山と，ヌプン

トムラクシ川 Ilrifri の，三菱金属トムラワネ/鉱山である c これらは，いずれも，採血 IJ; 坑道を

わずかに掘つである程度の，探鉱鉱山であるじただし，三菱金高のトムラワシ鉱山で:は，

*橋本誠二:御影凶幅 北海道地下資源調査所(1 954)

料小山内県，三谷勝利:足寄太図幅 未刊
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ポーリングを相当に行っている。

Nｷ1.1 新得鉱山むよぴトムラウス鉱山

鉱 l又:十勝・試登 1728 外 4

鉱積:金，銀， ];同，鉛，亜鉛

この丙鉱山は，まったく同ーの紅床を 2 分しているものである。ニペソツ川の合流点か

ら約 5kmJ二流にあたり，店足からは，約 30km である。吉林局の森林軌道でほぼ 3f時間

を廷する(また， [吋道も最;fi完成された° ~l;床は，西南ノゴから 1 ・MJJrlにそそぐ小支流にそ

って，市til長くみられ，上流の方に新得鉱山，下流から卜胎川本流の東岸にかけて， トムラ

ワス~l:LLTが1<1.目してし/】るつ

地質 この附;iJ:は，破仲村~j!Y:岩類と輝ほ岩によって構成されているコ破砕粘11)(:6の rf r に

は，大小さまざまの破砕何;が数多く発達している。その方向は， N-S から N60 コ E である。

鉱床のF付近には，あちらこちらに，赤色あるいは緑色の，いわゆるミローナイトが，政 m

のl隔で、形成されているつ

全般りな変 1·q-はほとんどなく，かすかな曹長石化作用が，みられる程度であるのそのほ

か，ごく -fillに，破砕帯lこそって，黄鉄鉱のおよ染しているのが観察される。

輝禄Jijは，ポロナイ川とサンケナイ川にはさまれ，十時川をまたいで，細長い不規則な

形をとって分布している c そののび、の方Iii}は，ほぼ N300E であるが， ;主人形態は，きわめ

て惚雑である。数多くの粘版岩のはさみがみられ，さらに無数のすべりや断屈により，不

規則に組合っているの輝禄岩の大半は，ネj{泥石化や曹長石化などの変質をうけており，わ

ずかに原官の構造が残されている程度である。その岩iffは，地質各説でのべたとおりであ

るつ

鉱床 鉱床は，輝総岩{¥の中にlJH台されているへ数多くの小さな露珂があちこちに散布

しており，その抱阻は，平均 150m の Ip扇で， 1000m 以上の延長をもち，延長庁向はほぼ

N30
C

E である c そして，分布の状態と構造や変質などの違 L 功〉ら， 2 つの露 :111群にわけら

れる

曹長行や方解石の多い鉱 Gドは，一見，眠状にみえるところもある。しかし，貧鉱部を観

察すると，可:岩が，次第に交代されて，鉱石となる過程が観察される。鉱体の形は， ν ン

ズ、状や芋~尺など全く不規則であり，今まで知られている大きな鉱体は，鑓恒約1. 5 m，延長

約 12m 程度の規模のものであるつ

露況のまわりの母岩は，たいてい，曹長石化と緑泥石化をつよくうけ，さらに剖目など
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にそって， h解石脈が多く発達している。鉱床もほ岩の聞は， fl:通， ~0J~;)~石をともなった

男断面によって堺されており，不連続である。

市 1 の露頭群は，ここの鉱床のなかで，もっとも露頭の分布密度の高いところで，幅約

100m，延長約 400m のみ江囲を占める。露胤は， たいていl幅 1m 以下，延長 10m ていと

のもので，鉱石としては，品位のごく低いものである。しかしながら，わりに規則的な配

列をしており，は:岩の変質が，相当につよく， '~探の結果にも，明瞭な示徴があらわれて

いる。 ド部の探鉱が，のぞまれるところである。

市 2 の露頭群は，第 Ii五頭群の北東lこ，不明瞭な範聞に，係近{が散在するものである

その範囲は，まだ，明らかにされていないが，現在みとめられるものは，みな劣勢である c

しかし， J克道探鉱の結果，その下に，銅1111位の高い富鉱体をつかんでいる c

鉱石 この鉱床の鉱石は，おもに，黄鉄鉱と黄銅鉱からなり，一部に磁硫鉄鉱，閃亜鉛

鉱，方鉛鉱をともなっている。ごくまれに赤鉄鉱がみられる。黄鉄鉱だけのところと，多

量の obi銅拡をともなうところとがあるが，その関係は明瞭でない。

鉱石にともなってみられるものは，曹長石， *"R泥石，方解石である。曹長石がもっとも

多量である。緑泥石は少なく，鉱床の周辺だけみられる。方解石は，最後に，すべての鉱

物の破砕片や割目をうめて，多量に形成されている。

露頭の鉱石の品位は，一般に低く， CuO.5 芦以下， S5~1O %, Fe10~15 ~{程度と推測

される。しかしながら，一部には， Cu10%以 hのものがある。 また，新得鉱山の 1 号坑

と 2 号坑で採掘した鉱石は，子選によって，容易に， Cu5 がぐらいになるものであるコ

}V.1.2 三菱金属トムラウシ鉱山

鉱区:十勝因試登第 1714 外 5

鉱種:金，銀，銅，硫化鉄

この鉱山は，二三菱金属鉱業株式会社が，昭和 27 年頃から，坑道あるいはボーリングによ

って，探鉱を実施しているところである。前の新得鉱山より， tiL道掘進なども進んでいる

現ι 山小屋型の宿舎一棟が設備されている。

鉱山は，図恒 L:l心の二股より，約 8km 上流のヌプントムラウシ川中流に位試する〕 こ

こまで行くには，森林軌道で三股までゆき，そこから，ポントムラクシ川沿いに淵り，ヌ

プントムラワシ川に越える。約 8km の小径を歩かねばならな l)o この道は，どうやら罵

搬が可能で，さらに奥は， I召の原に通ずる登山道路となっている。

地質鉱山附近は，破砕粘仮岩類と輝紙岩によって構成されている。北丙部には，それ
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らをおおって，二股熔結凝灰岩が広く分布している。破砕粘板岩類は，鉱床の東方に広く

分布し，とくにひどく破砕され，変質もいちじるしい。曹長石と武鉄鉱の生成がはげしく

みられるつほぼ N200E の走向で，西に急傾するのが一般の傾向である。

輝禄岩は，ヌプントムラワネIJl! X\いに，やや広く発達し，さらにポントムラワ v川まで

のびているョ岩質は，新得鉱山と，ほぼ同じようなものであるが，割合に均質で，粘トlZ17

のはさみも，ほとんどみられな ~)o 鉱床附近をのぞいては，変質も弱く，新鮮なものが多

い「また， sf1:LfI より [J 可側のものに，集塊岩状をしめすものがある。

鉱床 とこのおよ床は，輝禄岩の 111 に， 不規則に膨縮した形で， 形成されているのほぼ

N-S の 7主流をとった時以が，数カ tilT にみられるわ j花道によっても， 2， 3 本の平行した鑓

がたしかめられている。この ;iiJ l: 床の )H~ 胎する地帯は，揮~~:R宕の中の破砕 fH; にそった， ;f g:状

地域であり，鑓の構造も，破 M~ イザの構造に支配されたもの，となっているようである。鉱

床は，この紅rJ J附;5:のほかに，ポントムラワシ川にも矢f]られている。

およ仁 1: に捜するあたりのほ岩は，つねに，珪 fじゃ ivlj 尼石化がみられ，とくに珪化は特徴坊

にいちじるしい。鉱石は，黄鉄鉱と民・ }jlij およを主体とし，ごく小量の閃亜鉛釘;をともなって

いる 賓銅広ば，場所によって多量に j思案しており， 1't:j;~[には，制 i店!立のかなり I' ，'， J l)もの

も多くみられるコ脈石として，イ:J~，緑泥石，}j解行宮長イゴがみられる。石英が多くとも

なわれる弓含と，緑泥石の多い場合とがあり，後の場合には，此銅鉱の浪集が多い。

1実害と， 石見や曹長石は，部司布:7分士

は，これらの破砕Jtをかこむ形でみられる ι 汀解日は，脈石として，少量あるだけであるつ

つまり，珪化にともなう -~t7鉄»11;の形成におくれて，保if己石と黄制BJ;の形成があったと号え

られるつ

ここのが:1ぷは，新得拡I [fやトムラワス鉱山の鉱床と，く体同じような鉱床である)しか

し，半田 i刊にわたってみれば，次のような相時がみられる c ほ岩の破砕や交買が弱く，関長

石化よりも，珪化を主体としている。また，閃亜鉛釘;ゃ万鉛鉱がほとんどないし，紅白

物のi生百も，より低混型である。この 2 つの鉱!ぷは，基盤の構造の項でのべたように，基

盤のほぼ中軸とみられるところの破砕や変質がとくに強い， 一つの大きな構造線にそって

いるもので，前にのべた構造的な対称陀とあいまって，鉱床にも，類似点や旧達点がみら

れるものと号えられる。したがって，この 2 つのおよ床は，十勝川 f:流地域の構造問析に，

大きな志:味をもっている。

- 32-



第 15 図 ユートムラウシ温泉の噴泉塙ー

IV.2 温泉

ヌプントムラワ ν川上流とユートムラワ νJr I+rifrUこ，温泉がある。山奥であるため，ほ

とんど利用されていないが，ヌプントムラワ ν川のものには，現イ宅， LU小毘の設備がある。

IV.2.1 ヌプントムラウシ温泉

三菱金属トムラワ ν鉱IIIから，約 3.5km 上流にあり，二股からほぼ半日を要する。彼砕

Ni1反岩類の t-j:l の南北lこのびる大きな構造線にそって，小沢ごとに点々と湧出している。ヌ

プントラワ V']ll沿いにも，わずかの湧出が続いているが，かなりの湧出量をみるのは，ヌ

プントムラワ凶 II沿いにきた， i召の原への登山道路が，北方の尾根に宣るところだけであ

る。 温度は， 95 二Cで， pH1 1.0 の強アノレカリ泉であるむまた，硫黄の沈澱の多い{硫黄泉で

もある c

IV.2.2 ユートムラウシ溢泉

二肢から， トムラワ ν山への主主t If道が，ユートムラワ ν川を横切るところにみられる。

ここの出泉は，二股熔結凝!リ〈完

の!?に湧出している〉 下部熔結

凝灰宕類中には， N40)E 方|珂の，

小さな断層が多く，この温泉も

その断層保にそって湧出してし)

るようである この延長と思わ

れるものが，カムイサユ/ケナイ

]IIにもみられる。

湧山呈:まノミで，温度は最 I苛

97°C である pH が 7.5 ぐらい

の弱アルカリ'fit:のものと pH2.2

~1.7 約50 乙C の酸性の泥泉とが

あるっアノレカリ泉は， i:ti殿物が多く，カノレ己/ュームや珪酸などからなる，写貞のような噴

泉塔もみられる。

- 33-



参考文献

大石三郎，波辺武男; 然別凶幅説明書北地調会報， 1(1932)

舟橋三男，橋本誠二; 日高帯の地質地団研専報 (1951)

橋本亘; 十勝国然別発電計画地域の地質 北地要報， 20(1952)

橋本誠二; 御影凶幅 北海道立地下資源調査所 (1954)

酒匂純俊，小山内照; -F 川園幅 北海道開発庁 (1954)

橋本豆; -F 富良野図幅北海道開発庁(1 955)

橋本亘; 十勝支庁管内の地質及び地下資源十勝総合開発促進期成会(1 955)

酒匂純{免山口久之助，小原常弘; 十勝川上流地域鉱床調査報告 北海道開発庁 (1956)

長谷川潔; 十勝川上流地域にみられる粘板岩帯の構造と変質(要旨)地質学雑誌， Vol.

LXII(1956)

鈴木淑夫，北川芳男; 十勝岳周縁に分布する熔結凝灰岩につ νて 北地要報， 32 (1956)

斎藤昌之，土居繁雄，杉本良也，長谷川潔，松井公平; 石狩岳悶幅 未刊

小山内県，三弁勝利; 足寄太図幅 未刊

高橋俊正; 十勝岳周辺の火山岩類 北大修士論文

- 34-



EXPLANATORYTEXT

OFTHE

GEOLOGICAL 乱1AP OFJAPAN

Scale, 1:50,000

TOKACHIGA羽TAJORYU

(Kushiro-2)

by

SumitoshiSakδ& KiyoshiHasegawa

RESU 乱tI E

Thesheetmapareaincludeinapartofthecentraldistrict of

Hokkaido, so-called“ ChuδKoch ，" andextendbetween43ー20'and43ー30'

N. lat., andbetween142"45'and143 ワ0' E. long.

Themainpartofthisareaiscomposedofthebasementcomplex,

knownasthepre-cretaceoussystem , andthevolcanicrocksthathave

beeneruptedfromearly Quaternaryorlatest Neogene-Tertiary. The

explicitNeogeneTertiaryareonlyagreentu 百， occurinthenorthｭ

westerncornerofthissheet.

Basementcomplex

ltisshownbroadlyonthesouth-easternhalfofthisareathatthat

consistofsedimentaryrocks, alteredrocks, metamorphicrocksandinｭ

trusiverocks.

ThesedimentaryrockswhicharearrengedastheHidakagroup,

aredivisibleintofollows; theNipesotsuformation: characterizedby

thetypicalblackslate , theTokachi-pankeformation: alternationof

shallyslateandblackfine sndstone , theTokachi-penkeformation:

alternationasgreenmediumsandstonetobear, andChikapupetsuforｭ

mation: mudyshale.
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Inthisareaaswellasinanother, theyhavenotbeenIIlakeclear

theintelligiblestratigraphicalrelationandtheirstructure, owingtothe

scarcityoffossilandbroadlyshearingandaltering. However , itis

supposedbythelithicnaturesthattheNipesotsuformationisthelowest ,

theTokachi-pankeandtheTokachi-penkeformationsareuppermember

oftheHidakagroup, andtheChikapupetsuformationispossibletoinｭ

cludeintheCretaceoussvstem.

Thealteredrocksaredividedtoalteredslates, shearedslatesand

silicifiedslates. Theyhavebeensubjectedtointensecataclasisand10ｭ

calmetasomatism, andvariableinlithicfacesfromplacetoplace, partly

retainedtheoriginalsedimentaryfaces , butusuallyalteredwhichhave

beenproducedbyalbitization, silicification, chloritizationandpyritization

associatedwithcataclasis.

Themetamorphicrocksconsistofphylliteandgreenshist, which

attainedlowgradefacies , theformerarefoundhereandthere, thelater

occupiedalargepartontheupperstreamofShltokachi-Gawa.

Theintrusiverocks, diabaseandporphyliticrockaredisposedacｭ

cordingonthegeotectoniccircumstance, asusuallysmallmassbutocｭ

casionalylargeone.

NeogeneTertiary

ItisonlytheBieiformationthatexplicitNeogeneTertiarysediment,

ofdaciticgreentu 百， thatthedistributionisapperedoverthenorthｭ

westerncornerofthissheetanditiscoveredbythevolcanicrocks

directly.

Weldedtuff: EarlyQuaternaryorlatestTertiary

Theweldedtu 百s aredivisibleintotwogroups. Thelowerpartsare

composedoftheFutamatawelded tuff, theTomuraushiweldedtu 宜

andtheTonokaritufaceousmudstone, andwhichincludedinapart

oftheso-called“ Tokachi weldedTuff"whichhavebeenspreadedsurｭ

roundingMt. Tokachi , theupperpartsarecomposedofthe Shimo ・

furanoweldedtu 百， hornblendeandesiticoneandliesabovethelower

unconformably.
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Theilweldedtuffscharacterhaveexhibitonthefollowingtable;

Shimofurano ~ Tonokari ITomura凶Ii IFutamata
weldedtuff ~ tufaceousIweldedtu 旺 welded tu 旺

mudstone

d

e
u
g

,Gn
a
a

r
A
'
n
u

g
b
λ
し

y+L
---Am

T
Ao

r
+
inocnu conformity

mineral
assenblage

lignite
bearing

quartz
plagioclase
biotite

quartz
plagioclase
biotite

pumIce

slate
pebble

weld
extent

flowplane

surface

plagioclase
hornblende ,
augIte
quartz

relativelyfew

few

veryabundant

abundant

few

few

high low specially
high

NWdipabout 自at

clear
flowsurface

N Wdip N Wdip

fairlydissected
erosIOnsurtace

Theproblemoftheeruptivestagearenowdiscussed , however, have

notyetbeendetermined, wehavesupposedthattheseriesisprobably

earlyQuaternaryorlatestNeogeneTertiary.

Quaternary

TheQuaternarygrouparedividedintofollowing;

(Floodplaindeposits, riverbedgravel
Allubium:

lTokachivolcanics

(Terracedeposits
Dilubium I

U' lBieivolcanics

TheBieivolcanics , formedtheflattenridgeinthenorthernpart

ofthisarea, areaugitehyperstheneandesits, variableinlithiccharacter,

sometimesagglomeratebutusuallymassive.

TheterracedepositsareappearedalongtheriverasTokachi-Gawa,

Nipesotsu-GawaandChikapupetsu-Gawa, andhaverised 15 ・20m. upon

theriverbeds.

TheTokachivolcanicshavecoveredonthewesternpart, mostof

themarebasallavas.
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upperlava Oputateshike-Yamalava olivinbearinghyperｭ
sthenaugiteandesite

(Oputateshike-Yamabasallava)augitehype 白rs坑then

basallava:Biei ト-Dak 王e basallava jandesite

lTokachi-Dakebasallava Quartzbearingaugite
hyperstheneandesite

Thefloodplaindepositscontainthegravel , mainlyvolcanicrocks,

sandandclayetc..

EconomicGeology

Inthebasementcomplex, wecanexpectthemineralresources , esｭ

peciallyinthediabaseontheshearedslateszone. Therearecupriferous

pyritedepositsshowingalongtheshearedzoneinthediabase, known

followingtwobypresent:thedepositsofShintokuMineandTomurausu

Mine , andofTomuraushiMine, whicheithersmallscale, uponthewhole,

onlytakingafewprospectivegallery.

Shintoku Mine& Tomurausu Mine;theoresoftheseMinesconｭ

sistofmainlypyriteandchalcopyriteandfewzincblendeand galena,

andgangmineralsarechie 日y albitewithquartz, calciteandchlorite. The

coppercontentoftheoreontheoutcropisgenerallylow , ontheother

hand , inthegallerywecanexpectthehighcoppercontent.

TomuraushiMine;theoresaremuchthesamemineralswithShinｭ

tokuMineandTomurausu Mine, however, zincblendeandgalenaare

veryfew , gangmineralsmainlyconsistofquartzandchloritewithfew

albite. Recently, areprospectedbyboring.

Exceptforabovemineraldeposits, notaremarkableresorcesare

knownatpresentinthisarea. Thehot-springarelocalyfoundattwo

place , bothhightemperature, however, scarcelyusethematthistime.

TheoneisfoundatthemiddlestreamofNupuntomuraushi-Gawa , charｭ

acterizedbyhighalkalicontentsulphu:o:-ettedspringastherarecase , the

otheratYutomuraushi-Gawa, thebranchstreamofTomuraushi-Gawa,

containedlowalkalicontentbrinespringandacidspring.
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